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　　　　　　　　　緒　言　　　窺勿繰撒蒲隷羅肇欝欝
　綱繊維の品質改良についてはあらゆる角度から試みら　　　尿素を紡糸原液中に添加して紡糸した場合につき一音ll結
　　　　　　　　1）
れており，著者らも食成樹脂処理による品質改良を行っ　　　1を報告する。

てきた。

　網繊維は主としてグリシソ，アラニソなどからなり非　　　　　　　　　実験方法及び結果

讐欝灘灘灘；叢雛甥轡羅瓢輔容液にて煮沸し・
た．・の・とは合成樹脂によ雛1脂加工においてもその　リシソ購去したもの鞭肌た・鰍率は34％であつ

殆んどが灘眈分・醐せず縮の浸透が行われず，　た・、
いわゆる郷樹脂加工の形になつており絹灘のア，ノ　尿素購角孕終了後溶解フイブ゜イン量剛し1％o，2

酸中の活憾と化軸な総を行つておらず，単にブイ　撤び5％添力日した・，

ルター蘇によつ職綴等一部の欠点を働敵謝．融聯ドに縢を添加し湖合，鞘に鍍低下を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来たし，添加量の増加に従つて紡糸時に凝圃性非常に悪
る程度で，繊維の粗硬化を招き逆効果となつているきら

いヵ・あつた。　　　　　　　　　くなりホルマール化前のビニ剛ようの状態櫨し，5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％以上添加した場合紡糸は不可能であつた。
　このため著者らは絹繊維の結晶性を変化せしめること
によつ姓ずる諸傾の変化鶴L織的に総し，樹脂加　2轍分解1こよる編領脳の測定
工による絹繍，の撒改良の＿il」Jたらしめるべ礪生絹　繊糠のアクセ宅、ビリ謬の化学欄定法としては

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Phillip　and　Nelson，前田らの希酸による加水分解法が
糸を用いて本実験を行つた。
1異製愚渤縞に緊醸を変イヒせしめる。とにより結　ある・すなわち希勲鰍酸は繊糠の柵領脚ヨ膨潤

靴脚異る馳絹継作喘戦を調査しているが，　を起すことなく・加紛解は主としてヲ階晶領域に起

狸塑鰻蛋白変竺墜・・嚇ll饗難讐膿蝦憎劣響灘
＊　信州大学繊維学部人造繊維化学教室　　　　　　　　　如き実験式で示した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　1　　　図
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　上武ではK・がK。に比し蓬か轟こ大であるために．．　k3・

、是時闇経過後は結晶領域のみの分解となり，

　　　　lnγ＝lnCo－1（ct

従つて不溶解囎鉦分解酬瓢との㈱数麹作れ噸　　2°
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　012345678
線図形が得られるはずである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加水分解時間
　　7）　　　　　　　　　8）　　　　　　　9）　　　　　　　　　10）

　村瀬，祖父江，岡本，佐々木らはこれと同様の考えを　　　　　　　　　　　　第　　2　　図

絹フイブロインに用いて共に絹ブイブPtインの継贔領域　　　　100

慧灘灘蕎灘隷粛浄鐸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　＃50
98°Cにおいて行つ酷果を第1獺び第2図・第3図　§

に示す・　　　　　　　　　劇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簿、。

　　　　　第1表再生絹糸の結贔領域墨

縢添鳳％）1㈱目）。125
鼓盤塑塑L鉱聖＿靴望』二　2°・12。泉分，婦・7・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞　　3　　図

3　複屈折度の測定

物理的に結晶領域童の測定を行うにはX一線回折によ　　　　　　　　　第2表　再生絹糸の複屈折度

蹴総慧謙畿、，繊繊譲t雌騨（刎圃酒．一」＿互．
た．結果は第・表。示。た。　　　　．一黒＿㎏・287堕・…93・。・86・塑
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4　窒素含有量の測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿N＿C＿

　紡糸原液中に尿素を添加し紡糸した場禽，はたして紡　　　　　一・N－C一　　　　　　　　　　　　耳　9

出される剛三絹紳に彦蜘・何らかの形で入つているカ、　　4？　　　　　ii
否かを検言寸す・ため，尿素・・約・・％嚇量鮪するこ　　ii。・NH、C。NH，。H，N＿8一轟

坐麺（％・土過151賦」鰻．臆盤璽・1・1’解…酒・竃・・つ・行わ榔・・も・であ・が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成田は，加水分解速度はペプタイド結合にあずかるアミ

　　　　D＝：°・°°7°6×M2×離　　　　　　獣訟紀1晶徽盤鰍ておる．この場舗∫記の姻

、M繍帳の巾，S”）　　　　　縢が訓編音匡において附加或は齢を起してい・渤
　　　密度：俣野らにより測定された1．43g／ccを用い　　　に希酸分解速度に彫櫻を与え，高い結晶領域量を与えて

　　　　　　たo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いると考えられるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　またこの分解に用いた硫酸は全部3％溶液を用いたが

　　　　　　第4表再生絹糸の強伸度　　　　　　　尿素を添加したときの再生絹糸については更に種々濃度

とから再生絹糸の全窒素をケールダール法によつて測定　　　　　　6　血　　　　　　　　　　　HN－一一一C－・NI｛2

することにより縢鮪の撫雛量邑した講果は第3　　一C－’N’”－　　　　ij？
表の如くであるが明らかに窒素を含有することを認め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　H
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　＿，“C－・N．ny一

　　　　　第3表再生絹糸の窒素含有量　　　　　　　　　或いは側鎖の炭化水索鎖にいわゆる尿索アダク1rが出

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　来ている場合等考えられ’るとしている。
塗蛭加壁）（塑L．．．㌧上＿2＿．飢　，轍分解による。，，，シ。，テイの測蹴柵百1’祖父

尿素添加童（％）

強　　度（9／D）

伸　　度（％）

i・　1　2　5　　　．　　　　　　　、
を変えて行つてみる必要があり，異つた値が得られるこ

＿　　　とも考rcられ，更にX－・線回折等も月iい詳細に検討した

0．87　　　1。12　　　0。99　　　0．88　　　　　V、o

11．022．05。55．1　　総括
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再生絹糸紡糸の際紡糸原液に尿素を種々の割禽に添加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，その結晶性に与える影響を調査した。

　　　　　　　　　考察　　1尿素添加童が増加するに従い疑固性悪化し，5％以

再生絹繍繍に膝を醐た鋤細た，上 ﾖ齢臨鶴碧鰯聯熟いて
灘雛鐸欝簸撫詮最繍繋添加し醗宗目一蜘繍腿
に磁するので臆くてフイブ゜インに附加或臨合し　3複蹄鵬び強腋は聯を厭た。とにより大き

ている雛定されるのは轍こよる糊加紛解の蘇　　な変化は見ら洪かつた。

その他蠣当然際されるところである・　　　本葡1究敵糖騨撒研鍛、、よつたものであり，

　伊勢村は蛋白資に対する尿棄の作胴は・ペプタイド結　　　御援助頂いた会田源作教授，原料屑繭の呈供を頂いた林

合相互の間にできている水素結合が尿素によつて次のよ　　　寅三教授並びに実験｝γ協力された三原脅恵男氏に感謝す

うに置きかえられ，破壊される場合　　　　　　　　　　る。
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